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1567年 (永禄10)、土佐の長宗我部は、大軍を率いて大津(大5v'I'I)へ攻め入りました。比志城を落した長宗
我部は、肱川|をさかのぼり 、大竹の松城を攻略しました。しかし、この城を守る矢野軍は少数ながらも持ち

こたえ持久戦となりました。ある日、土佐軍は白昼わざと騒いで退却、追い討ちに出る矢野軍をはさみ撃ちに

する策に出ました。果たして、矢野軍はその策に入り 、全軍が敵兵を追い討ちしようと出陣しました。前後

を土佐兵にはさみ撃ちにされた矢野軍は、川沿いに上流へ下流へと逃げ惑い非業の最期を遂げたとのことで

す。今、この地は追打(オイウチ)と呼ばれています。撮影の目、悲しい物語りを秘めて、梅雨空の下に家々が
たたずんでいました。

今月号のみどころ

06月定例市議会・・・…・…・・…ー・…一"'P.2

0天守閣の純木造による復元を決定"'P.3

0野村・鹿野川ダムが新操作規則に

よる運用を開始…・……-……・・…"'P.4

0洪水避難地図を作成しました・…一"'P.5

0すばらしい環境を未来に /....…・…P.6

今月の納税は

市県民税2期|

納期は9月2日です |

市 民のうごき

平成8年6月28日現在

人 口 39.127人 ( +13) 

男 18，683人 (十13)

女 20，444人 (土0)

世帯数 13，833世帯 (+ 8) 

|面 積 240.9的キロメートル



6月定例市議会

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十

ヘむ付て

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
三
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議

会
で
は
、
平
成
八
年
度
補
正
予
算
関

係
七
件
、

条
例
関
係
六
件
、

人
事
関

係
一
件
、

議
員
提
出
案
件
二
件
、
そ

の
他
二
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ

提
案
理
由
の
説
明

住
専
国
会
と
い
わ
れ
た
第
百
三
十

六
回
通
常
国
会
で
平
成
八
年
度
予
算

案
が
、
五
月
十
日
に
よ
う
や
く
成
立

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
景
気
に

配
慮
し
、
公
共
事
業
は
四
・
O
%
増

加
で
す
が
、
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら
、

一
般
歳
出
の
伸
び
は
、

二
・

四

%

増
に
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
住
宅
投
資
や
公
共
投
資
は

依
然
高
水
準
で
推
移
し
て
い
な
が
ら
、

雇
用
情
勢
は
厳
し
く
、
企
業
経
営
者

も
今
年
度
の
設
備
投
資
計
画
に
慎
重

な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
経
済

企
画
庁
の
報
告
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
後
一
日
も
早
い
低
迷
か
ら
の
脱
出

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
今
国
会
で
住
専
処
理
法
案

と
金
融
関
連
法
案
な
ど
六
法
案
が
会

期
内
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
こ
の
処
理
に
伴
う
国
民

の
負
担
軽
減
を
望
み
ま
す
。

市
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「き
ら
め
き
大
洲
幻
!
肱
川
に
映

え
る
地
域
中
核
都
市
を
め
ざ
し
て
」

を
政
策
理
念
と
し
て
、
そ
の
実
現
と

具
体
化
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
従
来
か
ら

行
政
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
本
年
二
月
に
策
定
し

た
大
洲
市
行
政
改
革
大
綱
に
従
い
、

時
代
状
況
の
変
化
に
即
し
た
組
織
・

機
構
の
見
直
し
を
行
い
、
新
し
い
感

覚
で
の
行
政
執
行
が
図
れ
る
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
組
織
・

機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お

い
て
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営

を
行
い
、
四
万
市
民
が
期
待
し
て
い

る
第
四
次
大
洲
市
総
合
計
画
の
実
現

に
向
け
全
力
を
傾
注
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計

十
五
億
九
百
二
十
四
万

七
千
円

特
別
会
計

二
億
三
千
七
'百
四
十
一

万
円

企
業
会
計
千
六
百
六
十
三
万
八
千

円

合

計

十
七
億
六
千
三
百
二
十

九
万
五
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

二
百
六
十
五
億
九
千
四
十
七
万
六
千

円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

一

・
三
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

自支

計

ム一
A

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
百
四
十
六
億
三
千
九
百
二

十
四
万
七
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期

と
比
較
す
る
と
四
億
二
千
三
百
六
十

万
六
千
円
2
7
0
%
)
増
加
し
ま

し
た
。

{
総
務
費
}

V

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金
(
喜
多
山
地
区
)
と
し

て
百
九
十
万
円
V
公
共
施
設
の
公
共

下
水
道
排
水
設
備
工
事
費
に
三
千
四

十
万
六
千
円
V
大
洲
城
天
守
復
元
模

型
作
製
委
託
料
と
し
て
六
百
万
円
V
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大
洲
城
天
守
復
元
イ
ベ
ン
ト
業
務
委

託
料
と
し
て
三
百
万
円
V
分
収
林
伐

採
事
業
に
千
五
百
九
十
四
万
八
千
円

{
民
生
費
}

V
地
域
改
善
対
策
特
定

事
業
に

二
億
五
千
四
十
五
万
円
V
社

会
福
祉
法
人
三
善
会
大
洲
ホ

l
ム
貸

与
用
パ
ス
等
購
入
費
に
九
百
六
十
九

万
八
千
円
V
大
成
保
育
所
建
設
費
に

千
百
三
十
一
万
五
千
円
V
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
と
し
て
五
千

五
十
二
万
六
千
円

{
衛
生
費
}

V
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
出
金
と
し
て
百
八
十
六
万
四
千
円

【
農
林
水
産
業
費
}

V
う
ま
い
米
づ

く
り
栽
培
塾
開
設
事
業
費
補
助
金
と

し
て
二
百
三
十
一
万
円
V
山
村
振
興

等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
費
補
助

金
と
し
て
八
百
二
十
四
万
三
千
円
V

減
水
深
調
査
委
託
料
と
し
て
二
百
三

十
九
万
二
千
円
V

フ
ラ
ワ
ー
パ
l
ク

整
備
事
業
に
一
億
三
千
九
百
十
五
万

二
千
円
V
林
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

費
補
助
金
と
し
て
四
千
二
百
四
十
四

万
九
千
円
V
林
業
経
営
高
度
化
施
設

整
備
事
業
費
補
助
金
と
し
て
三
百
二

十
九
万
六
千
円

{
商
工
費
}

V
観
光
施
設
整
備
事
業

に
八
百
七
十
四
万
四
千
円

{土
木
費
}

V
道
路
改
良
事
業
(
田

口
徳
森
線
・
弁
天
田
野
々
線
)
に
三

億
五
千
三
百
五
十
九
万
七
千
円
V
県

費
補
助
事
業
に
七
千
万
円
V
地
域
環

境
整
備
事
業
に
六
千
七
百
万
円
V
市

単
独
道
路
改
良
工
事
費
に
五
千
万
円

V
地
方
道
路
整
備
事
業
(
若
宮
天
満

線
・
片
原
町
本
久
線
)
に
九
千
六
百



六
十
四
万
円

{
消
防
費
}

V
消
防
施
設
整
備
事
業

に
四
千
二
百
九
十
六
万
五
千
円
V
水

防
サ
イ
レ
ン
パ
タ
ー
ン
発
生
装
置
購

入
費
な
ど
に
八
十
八
万
七
千
円

{
教
育
費
】

V
藤
樹
銅
像
移
転
工
事

費
な
ど
に
七
百
十
万
七
千
円
V
英
語

指
導
助
手
招
致
事
業
に
五
百
六
万
五

千
円
V
臥
龍
山
荘
周
辺
整
備
事
業
に

五
千
九
百
万
円

条

例

関

係

V
大
洲
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
V
大
洲
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
民
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
V
大
洲
市
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
V
大
洲
市
国
民
宿
舎
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

人

関

係

事

V
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

西
岡
哲
義
委
員
が
、
平
成
八
年
七

月
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
後
任
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
議
会
の
意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

住

所

大

洲
市
菅
田
町
菅
田
甲
一
一

=
二
番
地
の
二

氏

名

辻

幸
寄

生
年
月
日

昭
和
五
年
二
月
十
二
日

議

員

提

出

案

件

V
公
共
事
業
の
請
負
に
関
す
る
自
粛

決
議
に
つ
い
て

決
議
文
の
要
約
一

議
員
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
公
正

な
行
政
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
民
か
ら
疑
惑
や
不
信
を
招
い

て
は
な
ら
な
い
。
特
に
公
共
事
業
の

請
負
に
つ
い
て
は
厳
正
を
期
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、

議
員
と
配
偶
者
ま
た

は
二
親
等
内
の
血
族
、
姻
族
の
経
営

す
る
企
業
、
議
員
が
事
実
上
の
支
配

力
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
企
業
は
、
市

が
発
注
す
る
公
共
事
業
の
請
負
に
関

し
三
O
%を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
自
粛
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

V
第
九
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
に

お
け
る
投
資
規
模
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

第
九
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
の

策
定
に
当
た
り
、
当
市
の
生
活
基
盤

の
根
幹
を
な
す
治
水
事
業
の
円
滑
な

推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な

投
資
規
模
を
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に、

そ
の
強
力
な
推
進
を
要
望
す
る
た
め

に
、
政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

V
市
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
V
専

決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び
に
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

天
守
閣
の
お純
説本
天造

2t 
署よ
建る

喜壁
委JG
号を
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第
三
回
大
洲
城
天
守
閣
再
建
検
討
委
員
会
が
五
月
三
十
一
日
開
催

だ
い
ど
こ
ろ

こ
う
ら
ん

や

ぐ

ら

た
も
ん
や
ぐ
ら

さ
れ
、
困
層
の
天
守
閣
と
台
所

・
高
欄
の
両
信
を
つ
な
ぐ
多
聞
櫓
を

純
木
造
で
復
元
す
る
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
天
守
閣
の
高

さ
が
十
八
日
五
十
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、
木
造
に
よ
る
復
元
が
可
能
で
あ

る
か
と
い
う
点
が
焦
点
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
近
年
木

造
に
よ
る
再
建
事
例
が
あ
る
こ
と
、

大
洲
城
天
守
閣
に
関
す
る
具
体
的
資

料
(
模
型
・
写
真
)
が
存
在
す
る
こ

と
に
よ
り
、
建
設
大
臣
の
認
定
を
受

け
れ
ば
木
造
で
再
建
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

検
討
委
員
会
で
は
、
木
造
に
よ
る

復
元
に
要
す
る
費
用
を
二
十
億
円
と

推
定
。
こ
の
内
、
天
守
閣
と
多
聞
櫓

建
築
の
た
め
の
工
事
費
を
十
五
億
四

千
万
円
、
研
究
調
査
・

設
計
監
理
費

及
び
模
型
製
作
費
に
三
億
四
千
万
円
、

発
掘
調
査
費
に
千
万
円
、
土
質
調
査

費
に
五
百
万
円
、
石
垣
積
み
替
え
工

事
費
に
一
億
五
百
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

計
画
で
は
、
天
守
閣
の
再
建
を
八

年
後
の
平
成
十
六
年
に
迎
え
る
市
制

施
行
五
十
周
年
に
行
う
予
定
。
再
建

に
か
か
る
費
用
の
う
ち
十
五
億
円
を

募
金
で
賄
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
検
討
委
員
会
で
の
決
定
を
受

け
て
、
市
で
は
本
丸
天
守
閣
の
中
江

藤
樹
像
を
二
ノ
丸
に
移
転
し
ま
す
。

ま
た
、
本
丸
の
天
守
閣
と
台
所
櫓
、

高
欄
櫓
を
含
む
三
十
分
の
一
規
模
の

模
型
を
製
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に、

今
年
中
に
は
天
守
閣

再
建
の
た
め
の
募
金
委
員
会
な
ど
を

設
置
し
て
、
具
体
的
な
募
金
や
木
材

の
調
達
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
度

内
に
は
、
復
元
に
関
し
て
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
を
開
設
し
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
純
木
造
に
よ
る

復
元
を
紹
介
し
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

高欄櫓多聞櫓
天
守
閣
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建
設
省
は
、
県
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
野
村

・
鹿
野
川
ダ

ム
の
操
作
規
則
を
変
更
し
ま
し
た
。
両
ダ
ム
は、

六
月
十
四
日
か
ら

新
し
い
操
作
規
則
に
よ
り
運
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
七
月
の
洪
水
で
は
、
東
大
洲

を
中
心
に
多
大
の
浸
水
被
害
が
起
き

ま
し
た
。
国
で
は
、
こ
れ
を
契
機
に

「肱
川
激
甚
災
害
特
別
緊
急
事
業
」

を
適
用
し
、
再
度
の
洪
水
被
害
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
に
堤
防
な
ど
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

事
業
の
完
成
に
は
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
現
況
の
堤
防
の
整
備
状
況

を
考
え
合
わ
せ
、
野
村
・
鹿
野
川
ダ

ム
の
洪
水
調
節
能
力
を
有
効
に
活
用

し
て
、
当
面
の
流
域
に
お
け
る
洪
水

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ダ

ム
の
操
作
規
則
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

O
ダ
ム
の
操
作
規
則
見
直
し
の
基
本

的
な
考
え
方

①
基
本
と
な
る
洪
水
を
両
ダ
ム
と
も

昭
和
二
十
年
の
枕
崎
台
風
規
模

(
四
十
年
に

一
回
の
出
水
規
模
)

と
し
、
ダ
ム
の
操
作
を
整
合
さ
せ

ま
す
。

②
昨
年
七
月
の
出
水
規
模
の
よ
う
に

発
生
回
数
の
多
い
中
小
洪
水
に
対

す
る
ダ
ム
の
調
節
効
果
を
大
き
く

し
ま
す
。

③
大
洪
水
に
対
し
て
も
、
急
激
な
放

流
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
ダ
ム
直

下
の
沿
川
に
被
害
を
生
じ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

従来規則による放流量

圃鹿野川ダムの洪水調節の例

ダム量入量ピーク

一一一一~

演

• 

O
新
し
い
ダ
ム
の
操
作
規
則
と
は

V
鹿
野
川
ダ
ム

鹿
野
川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
開
始
流

量
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
毎
秒
六

0

0
ト
ン
と
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は

増
加
す
る
流
入
量
に
対
し
て
一
定
率

(
毎
秒
六

0
0
ト
ン
を
越
え
た
量
の

四
割
を
放
流
、
残
り
六
割
を
貯
留
)

を
乗
じ
た
量
を
放
流
し
て
い
た
も
の

を
、
水
を
で
き
る
だ
け
ダ
ム
に
貯
留

さ
せ
、
毎
秒
六

0
0
ト
ン
の
放
流
を

一
定
の
間
継
続
し
ま
す
。

V
野
村
ダ
ム

野
村
ダ
ム
で
は
、
洪
水
調
節
開
始

流
量
を
毎
秒
五

0
0
ト
ン
か
ら
三
0

0
ト
ン
に
下
げ
る
と
と
も
に
、
洪
水

調
節
は
、
鹿
野
川
ダ
ム
と
同
じ
く
毎

参・

" r~ 

従来規則による放流量

園野村タムの洪水調節の例

ダム~入量ピーク

一一一一¥

iIt 

• 

IIr.・1

秒
三

0
0
ト
ン
の
放
流
を
一
定
の
間

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
六
月
十
六
日

か
ら
七
月
十
四
日
ま
で
の
期
間
は
、

毎
秒
三
0
0
ト
ン
以
上
の
流
入
量
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
洪
水
調
節
容

量

(三
五
O
万
ト
ン
)
を
事
前
に
確

保
し
て
お
く
た
め
、
予
備
放
流
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

(
七
月
十
五

日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
は
、
常
時

三
五
O
万
ト
ン
を
確
保
し
て
い
る
)

O
新
し
い
操
作
規
則
を
運
用
す
る
と

こ
の
新
し
い
規
則
の
運
用
に
よ
り

昨
年
七
月
の
洪
水
で
は
、
東
大
洲
で

約
一
割
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
な
ど
中
小
洪
水
に
対
す
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
一

方
、
大
洪

水
に
対
し
て
は
、
ダ
ム
の
洪
水
調
節

容
量
を
初
期
の
段
階
か
ら
使
う
手
法

を
と
る
た
め
、
従
来
の
操
作
規
則
に

比
べ
て
放
流
量
が
増
加
す
る
場
合
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
河
川
の
改
修
な

ど
を
進
め
る
と
と
も
に
適
確
な
情
報

の
提
供
な
ど
に
よ

っ
て
、
い
ざ
と
い

う
時
の
被
害
を
最
少
限
度
と
す
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
先

V
愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
鹿
野
川
ダ

ム
管
理
事
務
所
宮
⑪
2
3
5
0

V
建
設
省
野
村
ダ
ム
管
理
所

宮

0
8
9
4
・
7
2
・
1
2
1
1

昨年7月の洪水では、上流の野村ダムに433肘/秒の水が流れ込み、この水は全て放流されました。
鹿野川|ダムでは1，026m3/秒の水が流れ込み247m3/秒の水を貯め込みました。新しい規則によると 、野
村ダムに同量の433ぱ/秒の水が流れ込むと 、133m3/秒を貯め300m3/秒を放流します。鹿野川|ダムでは
928m3/秒が流れ込み、328m3/秒を貯め600m3/秒を放流することになります。

4 

(今までの規則による運用例〉

• 
(新しい規則による運用例〉



年i|窃の水害か61

昨年7月4日の水害を教訓に、大洲市では水防対策の強化に努めてきました。災害時の食料
品や飲料水、毛布や日用品の備蓄をはじめ、救難ボー トの配備、防災読本の配布を行ってきま
したが、このたび堤防の決壊と、堤防からの越流を想定した「洪水避難地図(J¥ザードマップ。)_j

を作成し各ご家庭に配布いたしました。また、肱川の水位状況をサイレン信号で随時お知らせ
することになりました。

い
ざ
と
い
う
と
き
に

的
確
な
行
動
を

洪
水
避
難
地
図
(
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
)
は
、
洪
水
時
に
堤
防
が
決
壊
す

る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
浸
水
状
況
や

避
難
方
法
な
ど
に
関
わ
る
情
報
を
提

供
し
、
人
的
被
害
の
軽
減
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
今
回
、
大
洲
市

で
は
堤
防
決
壊
と
堤
防
か
ら
の
越
流

の
二
つ
の
場
合
を
想
定
し
て
、
浸
水

状
況
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

避
難
場
所
と
避
難
経
路
上
の
危
険
箇

所
、
避
難
時
期
な
ど
の
各
種
情
報
を

分
か
り
ゃ
す
く
図
面
に
表
示
し
て
い

ま
す
。
地
図
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た

情
報
と
気
象
情
報
及
び
市
が
提
供
す

る
肱
川
橋
の
水
位
を
知
ら
せ
る
サ
イ

レ
ン
信
号
を
も
と
に
、
的
確
な
避
難

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

肱
川
橋
の
水
位
を

サ
イ
レ
ン
で
知
ら
せ
ま
す

企大洲市洪水避難地図

お問い合わせは総務財政課行政係

宮 24-2111 (内線328)

洪
水
時
の
肱
川
の
水
位
を
サ
イ
レ

ン
信
号
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
肱
川
橋
に
あ

る
大
洲
第
二
水
位
・
流
量
観
測
所
の

水
位
を
も
と
に
、
第
一
か
ら
第
四
の

危
険
度
合
に
区
分
し
て
、
サ
イ
レ
ン

で
お
知
ら
せ
を
す
る
も
の
で
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
配

布
し
て
い
る
洪
水
避
難
地
図
そ
の
二

の
右
上
に
図
が
あ
り
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
の
水
防
に
関
す
る
サ
イ
レ
ン

信
号
の
パ
タ
ー
ン
は
下
図
の
と
お
り

で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
大
雨
の
時

に
は
鹿
野
川
ダ
ム
放
流
を
知
ら
せ
る

サ
イ
レ
ン
が
あ
り
ま
す
。
第
四
信
号

と
類
似
し
て
い
ま
す
が
、
決
壊
す
る

恐
れ
が
あ
る
時
に
放
流
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
状
況
に
応
じ
て

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

火 災 関 係 鹿野川ダム 水 位 の 状況 のサ

喜防火デ予逼演習召集 山林信火災 火災出場 流
種 イ

放 第 4信号 第 3信号 第 2信号第 1信号 レ
信号 出場号 信号 類ン

⑮・約15秒 ⑮・約10秒 ⑮・約5秒 ⑮・約1分 ⑮・約1分 ⑮・約10秒 ⑮・約5秒 ⑮・約5秒 サ

• 休|約6秒 休|約2秒 休|約6秒 休|約10秒 休|約5秒 休|約5秒 休|約6秒 休|約15秒 イ
レ

30 ⑩・約15秒 ⑮・約10秒 ⑮・約5秒 ⑮・約7分 ⑮・約1分 ⑮・約10秒 ⑮・約5秒 ⑮・約5秒 ;〆T 
秒 休|約6秒 休|約2秒 休|約6秒 休|約10秒 休|約5秒 休|約5秒 休|約6秒 休|約15秒 タ

⑮・約15秒 ⑮・約10秒 ⑮・約5秒 ⑮・約1分 ⑮・約1分 ⑮・約10秒 ⑮・約5秒 ⑮・約5秒 ン

昨井一 あい消
林山 建 水上鹿 る肱の肱 水平成 に肱 がま流肱洪に肱 樋洪 m 肱

月 ら 。i防寅 物火
f立流野 。川堤川 す達川 あたが川水達川 門水の川

か 火 の域川 の防の る七しの る、始と警しの
管注水警戒 の

日 じ 習 災 災 状かダ 堤計水 恐年た水 。低ま矢報た水 理意 水位 状、
め を

発生
マフ詮ロ r兄らム

防位水画位
れ七 。位 いる落が O{立 者報

午前
サ す 生 や )11買が が(が月 ( 土恐川発露 がが位(
イ る 火次放 決 肱 あの肱 地れの令 出発メq;、に肱

七 レ の ?両 ?肖 災サ流 壊すに愉叫 る洪場 はが合ムさ 川橋 動す 達 川
時 ン で 防 防 とイを 達) 。水) 浸あ流れ ) さし橋
を 7両 団 団 はレ始 るしカf の カf 水る地るが るれた)

況鳴 鳴 防 員 員 別ンめ 恐た 8 よ 5 す 。点 。 4 。る 。が
ら ら 団 l土 l土 場がま れ o つ るか

。
3 

す
放す
員 出

動出
所鳴す が 5 8 恐ら 8 。

lま 動 でる
。
あ 浸 れ越 8 m 町E 町1

送 出 し し サ
。

を 動 て て イ せきめ者区必 るこがに回当 るこがす消
ら し 警水位戒

し水
行 し く レ るこ立に域要 。と出住居体該 。と出る防 せた て防
つ て だ だ ン 。とち避内と を動の水 を動者機 るこ

の信。
さ さ カf を退難の認 知すす区防 知すの関 。 と

だ v、 し、 H鳥 知くの居め らべる域管 らべ全に をに 意号

さ
。 。 る らべた住る せき者内理 せき員属 知達 味と。

水
位
の
状
況
・
鹿
野
川
ダ
ム
放
流
・
火
災
関
係
の
サ
イ
レ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
音
色
が
違
い
ま
す
。

5 



すばらしい環境を

F 

|地球の環境保全は台所から |

未来
お米のとぎ汁
植木などにまきましょう

水
を
汚
し
て
い
る
も
の

家
庭
か
ら
出
る
排
水
が
、

川
や
湖
、

海
の
汚
れ
の
原
因
の
大
半
(
七

O
%
)

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
家
庭
排
水

の
四

O
%
は
台
所
か
ら
の
排
水
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た

ち
の
台
所
は
、
地
球
の
環
境
問
題
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
美
し
い

自
然
を
ま
も
る
た
め
、
排
水
浄
化
に

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
気
を
配
り
ま

し
ょ
、
っ
。

しよう油や汁物
必要以上に使わないように
しましょう。残ったときは
新聞紙などに吸わせましょ
っ。

調理くず・生ごみ
庭へ埋めたり、たい肥にし
ましょう

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
気
づ
か
い
で

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
気
づ
か
い
で
、

水
質
の
改
善
が
で
き
る
の
で
す
。
各

家
庭
か
ら
流
れ
出
る
排
水
が
、

川
へ

そ
し
て
海
へ
と
流
れ
込
む
と
膨
大
な

量
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
浄

化
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
膨
大
な

き
れ
い
な
水
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
わ
ず
か
十
五
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
の
し
よ
う
油
を
流
す
と
、
き
れ

い
な
水
に
す
る
の
に
風
巴
お
け

一
・

五
杯
分
の
四
百
五
十
リ
ッ
ト
ル
の
水

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
の
ほ

ん
の
わ
ず
か
な
気
づ
か
い
で
大
き
な

効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

三角コーナーのごみ
ろ紙袋をつけ、こまかいごみ
を流さないようにしましょ
っ。

洗たく
粉石けんを使いましょう。
風呂の残り湯などを使い節
水しましょう

6 

汚
れ
を
浄
化
す
る
の
に
必
要
な
水
の
量

浄化に必要な水の量

1.200 Q 

流
す
ま
え
に
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
グ

450 Q 

A
}
V
 

人
〉V

1.410Q 

2.400 Q 

ム
場

A
J
7
 

D 
汚れの原因

しよう油
15mQ 

米のとぎ汁『
2 Q l 自Q
みそ汁
200叫

ズ時
叫
=
-
n
U
 

マ

3.000 Q 

99.000 Q 

920 Q 

3.130 Q 

ママ対潤

咽

牛乳
200mQ 

天ぷら油
500mQ 

翠金

日本酒
20mQ 

ビール
180mQ 

大
洲
市
で
は
、
使
用
済
み
の
料
理

用
油
を
利
用
し
て
つ
く
る
「
粉
石
け

ん
製
造
機
」
を
グ
ル
ー
プ
に
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
生
活
衛

生
係
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)



観
光
ナ
う
園
げ
オ

l
ブ
、
/

至長浜 お
い
し
い

ナ
シ
が
食
べ
ら
れ
る
上

須
戒
「
一
の
瀬
観
光
ナ
シ
園
」
が
八

月
十
日
出
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
大

花火大会川まつり
夏
恒
例
の
川
ま
つ
り
花

火
大
会
を
今
年
も
八
月
三

日
、
四
日
に
肱
川
を
舞
台

に
開
催
し
ま
す
。
三
千
発

の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、

山
々
に
こ
だ
ま
す
る
大
洲

な
ら
で
は
の
情
緒
を
十
分

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

川
ま
つ
り
の
行
事
予
定

は
次
の
と
お
り
で
す
0

・v八
月
三
目
的

川
ま
つ
り
神
事
(
住
吉
神
社
)

十

一
時
1
十
三
時

花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)

二
十
時
i
二
十
一
時

V
八
月
四
日
間

花
火
大
会
(
肱
南
河
原
)

二
十
時

1
二
十
一
時

も
八
月
十
七
日
出
に
ナ
シ
園
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
両
地
区
と
も
九

月
中
旬
ま
で
開
園
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
連
れ
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

{
場
所
}

V
大
洲
市
上
須
戒
(
一
の

瀬
梨
団
地
)

V
大
洲
市
松
尾
(
フ

ル
ー
ツ
フ
ァ

ー
ム
M
A
R
U
K
O

幸
野
観
光
ナ
シ
園
)

{
開
園
時
間
}

V

一
の
瀬
梨
団
地
九

時
か
ら
十
七
時
V
幸
野
観
光
ナ
シ

園
九
時
か
ら
十
六
時

{お
問
い
合
わ
せ
先
】

V

一
の
瀬
梨
団
地

J

A
大
洲
上
須

戒
支
所
宮
⑫
0
0
2
1

V
幸
野
ナ
シ
園
宮
⑫
7
6
6
5

V
総
合
案
内
商
工
観
光
課

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
2
3
)

い
も
た
き
初
煮
会
は

八
月
二
十
三
日
⑥

三
百
年
の
伝
統
の
味
、
大
洲
の
い

も
た
き
は
、
八
月
二
十
三
日
の
「
い

も
た
き
初
煮
会
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
初
煮
会
は
、
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
如
法
寺
河
原
で
行
わ
れ
、
先

着
千
五
百
人
に
い
も
た
き
無
料
サ
ー

ビ
ス
や
花
火
・
模
擬
庖
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
も
た
き
は
十
月
下
旬
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。
肱
川
を
わ
た
る
夜

風
と
月
明
り
の
中
、
大
洲
で
育
っ
た

お
い
し
い
い
も
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

い
も
た
き
の
申
し
込
み
は
、
各
登

録
庖
か
大
洲
市
観
光
協
会
(
宮
⑫
2

6
6
4
)
ま
で。

市
民
会
館
大
ホ
l
ル
改
修
記
念
事
業

夏
季
大
学
を
開
催
し
ま
す

ー
講
師
は
ケ
ー
シ
ー
高
峰
さ
ん
|

講
演
を
お
楽
し
み
に
。

{
日
時
】
八
月
二
十
八
日
同

開
場
午
後
六
時
三
十
分

間
会
午
後
七
時

{
会
場
】
大
洲
市
民
会
館

{
聴
講
料
}
五
百
円

※
聴
講
券
は
、
八
月
一
日
閃
か
ら
市

教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
で
お
求

め
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
社
会

教
育
体
育
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
5
5
3
)

今
年
の
夏
季
大
学
は
、
俳
優
の
ケ

ー
シ
ー
高
峰
さ
ん
を
迎
え
て
開
催
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
人
生
を
楽
し
く

健
康
で
豊
か
に
生
き
る
」
で
す
。
話

題
が
豊
富
で
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の

8月28日

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
を
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
環
境
保
全
に
大
き

な
効
果
の
あ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
平
成
九
年
度
に
住
宅
の

新
築
・
増
改
築
を
計
画
さ
れ
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
補
助
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
採
択
件
数
に

は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

{
補
助
限
度
額
】

V
五

人

槽

四

十

一

万

二

千

円

V
六
1
七
人
槽
六
十
一
万
六
千
円

V
八
1
十
人
槽
九
十
万
円

{
申
し
込
み
期
間
}

平
成
八
年
八
月
十
二
日

1

八
月
三
十
一
日

{
申
し
込
み
時
の
準
備
物
】

新
築
・
増
改
築
の
具
体
的
な
計
画

(
建
築
場
所
・
建
築
時
期
・
面
積

な
ど
)
を
示
せ
る
資
料

{
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
区
}

V
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

肱
南
地
区

V
農
業
集
落
排
水
の
該
当
地
区
と
な

る
八
多
喜
地
区
の
一
部

{
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先
}

下
水
道
課
宮
⑫
2
1
1
1
(
内

線

2
5
2
・
2
5
5
)

水排
う
の
よ
ら
し
か
ま
庭
し
家
に

I
ノ
H
H
H

よ
肱
に
い

峨

槽
し
化

美
浄
て

一

理
し

れ千

九-ヒ
h噌
Ar

，4
1

A

併

浄

合

を

7 



恒大

袋淵
若人
平物

量列
一信

武5(5)

我
が
国
最
後
の
城
郭
建
築
で
あ
る

五
稜
郭
。
函
館
に
こ
の
近
代
的
な
城

郭
を
築
い
た
武
田
成
章
は
、
数
多
く

の
偉
業
を
残
し
た
優
秀
な
技
術
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
八
二
七
年
(
文
政
十
)
九
月
十

五
日
、
武
田
成
章
(
幼
名
斐
三
郎
)

は
大
洲
中
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
器
用
だ
っ
た
成
章
は
自

分
で
川
舟
を
つ
く
り
、
肱
川
に
浮
か

べ
て
遊
び
ま
し
た
。
十
一
歳
の
と
き
、

誤
っ
て
舟
を
転
覆
さ
せ
、
こ
れ
を
助

け
た
大
人
た
ち
は
、
舟
が
あ
ま
り
に

精
巧
な
の
に
驚
い
た
と
い
う
話
が
残

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
既
に
大
技

術
家
と
な
る
資
質
を
そ
な
え
て
い
た

こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。

や
が
て
成
章
は
、
兄
敬
孝
と
共
に

藩
校
明
倫
堂
と
私
塾
の
古
学
堂
で
儒

学
・
兵
学
を
学
び
、

二
十
二
歳
の
と

き
医
者
に
な
る
決
意
を
し
て
、
蘭
方

医
の
緒
方
洪
庵
が
聞
い
た
大
坂
の
「
適

々
斎
塾
」
に
入
門
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
成
章
は
勉
学
に
励
み
、
難
解
な
蘭

書
を
解
読
す
る
う
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
兵

書
を
翻
訳
し
た
「
三
兵
括
法
」
に
出

会
い
ま
す
。
元
来
兵
学
を
好
ん
で
い

た
成
章
は
、
こ
の
西
洋
の
兵
学
に
強

田だ議
市
成し立
げ博
物

.::a:.志管官

早い

い
興
味
を
抱
き
、
蘭
法
医
学
の
修
業

を
止
め
、
正
術
の
研
究
に
打
ち
込
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
八
五

O
年
(
嘉
永
三
)
、
兵
書

を
求
め
て
江
戸
へ
出
た
成
章
は
、
伊

東
玄
朴
と
佐
久
間
象
山
の
門
に
入
り
、

西
洋
兵
学
、
海
防
策
、
砲
台
の
築
造
、

洋
式
大
船
建
造
等
の
研
究
に
精
魂
を

そ
そ
ぎ
ま
し
た
。

一
八
五
三
年
(
嘉
永
六
)
、
ア
メ

リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
ペ
リ
ー

の
率
い
る
軍
艦
が
、
浦
賀
に
訪
れ
、

国
内
は
非
常
な
騒
ぎ
と
な
り
ま
す
。

幕
府
は
海
防
の
強
化
を
急
務
と
し
、

洋
式
兵
学
を
志
す
者
を
登
用
す
る
こ

と
を
決
め
、
成
章
に
幕
府
出
仕
が
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

一
八
五
四
年
(
安
政
元
)
幕
府
は
、

海
外
と
の
関
係
が
緊
迫
化
す
る
中
、

北
辺
の
守
り
に
備
え
て
、
弁
天
崎
に

砲
台
と
要
塞
を
築
く
こ
と
を
成
章
に

命
じ
ま
し
た
。
成
章
は
、
十
七

・
十

八
世
紀
の
欧
州
で
流
行
し
た
稜
保
型

築
城
様
式
を
オ
ラ
ン
ダ
築
城
書
で
研

究、

一
年
半
を
か
け
て
設
計
し
、
さ

ら
に
七
年
の
歳
月
を
費
や
し
こ
れ
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
星
形
の
五
稜
形

を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
五
稜
郭
と
呼

ば
れ
た
そ
の
要
塞
は
、
我
が
国
で
は

他
に
類
を
見
な
い
近
代
的
な
城
郭
で

し
た
。
外
国
と
交
戦
の
な
か
っ
た
五

稜
郭
で
す
が
、

一
八
六
四
年
(
明
治

元
)
幕
府
軍
と
官
軍
に
よ
る
激
闘
の

場
と
な
り
、
皮
肉
に
も
内
戦
に
よ
っ

博
物
館
で
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
い
る
人
た
ち
に
関
す
る
情
報
を
集
め

て
い
ま
す
。
遺
品

・
古
文
書
・
写
真
等
何

で
も
結
構
で
す
。
心
あ
た
り
の
あ
る
人
は

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
4
1
0
7

て
、
彼
の
築
造
家
と
し
て
の
才
能
が

実
証
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
成
章
は
、
江
戸
開
成
所

教
授
・
大
砲
鋳
造
所
頭
取
・
陸
軍
大

佐
兼
兵
学
大
教
授
な
ど
の
要
職
を
歴

任
、
晩
年
に
至
っ
て
も
、

軍
部
関
係

の
職
に
つ
き
活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の

間
ナ
ポ
レ
オ
ン
砲
の
国
産
化
に
成
功
、

ま
た
軍
が
、
後
の
日
清
戦
争
で
勝
利

の
原
動
力
と
な
る
村
田
銃
を
採
用
し

た
の
も
、
成
章
の
強
い
推
薦
に
よ
る

も
の
で
し
た
。

な
お
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
日
本
で
初
め
て
ス
ト
ー
ブ
を

作
っ
た
の
も
成
章
で
し
た
。
一

八
五

六
年
(
安
政
一二
)
英
国
製
の
石
炭
ス

ト
ー
ブ
に
習
い
設
計
し
た
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
北
方
で
の
越
冬
が
可
能

と
な
り
、
北
海
道
各
地
の
開
拓
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

明
治
十
三
年

一
月
二
十
八
日
没
。

五
十
四
歳
。
五
稜
郭
内
に
は
成
章
の

功
績
を
讃
え
、
肖
像
レ
リ
ー
フ
の
刻

ま
れ
た
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

身
近
な
く
ら
し
の
中
に

(8)

企函館市にある五稜郭

そ記きま表IH
のをすま H 共
続請すf。れ共tに
き号5そたに生
をかの石Z悲2き
紹3らき石庫ひし る
介t掲:1つをみ(
し載訪、建た、 そ
ましけて共iの
してとたに三
よいな町i喜E)
うま つカ宝ぶ
。すたあ H

が手=りと

「
・
・・

差
別
が
貧
困
を
生
み
、

あ
〈
じ
吻
人
カ
ん

貧
困
が
差
別
を
と
、
悪
循
環
を
生
ん

で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
町
を
あ
げ
-
県

〈

に

か

い

け
つ

を
あ
げ
、
国
を
あ
げ
て
、
こ
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お

ね

が

む

ず

め

お

お

三

え

願
い
し
ま
す
。
娘
が
大
声
で
泣
き
な

が
ら
申
し
ま
し
た
。
『
な
ぜ
、
私
ら

あ
L

あ

じ

内

う

だ
け
が
、
愛
し
合
い
な
が
ら
、
自
由

に
結
婚
で
き
な
い
の
か
』
と
。
く
た

っ

か

に

く
た
に
疲
れ
は
て
、
ど
こ
へ
逃
げ
た

か
、
ゆ
く
え
も
わ
か
ら
な
い
愛
し
た

eさ

~

z

a
λ

寸
均
六

男
の
身
を
案
じ
続
け
る
娘
の
姿
。
私

よ

る

ね

h
U

い
主
と
お

た
ち
は
、
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど
の
憤

り
と
悲
し
み
に
疲
れ
は
て
ま
し
た
。&か

す
で
に
、
愛
し
合
っ
た
二
人
の
仲

と
τ
ヲ

と

い

の

ち

め

に
は
、
尊
い
生
命
が
芽
ば
え
て
い
た

し
A
ろ
う

の
で
し
た
が
、
心
労
の
あ
ま
り
、
そ

た

き

の
生
愉
寸
ら
も
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら

な
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

娘
も
、
今
で
は
疲
れ
き
っ
て
、
町

を
す
て
て
、
ど
こ
か
遠
く
へ
行
き
た

い
と
さ
え
申
し
て
お
り
ま
す
。

ゅ

う

ひ

ず

夕
日
の
よ
う
に
沈
ん
で
い
く
娘
を

見
る
に
つ
け
、
私
は
母
と
し
て
、
沈

NO.213 

人
権
と
同
和
教
育

あ
さ

ひ

ん
だ
夕
日
も
や
が
て
は
朝
日
と
な
っ

て
、
東
の
空
に
輝
き
昇
る
よ
う
に
、

娘
も
真
に
め
ざ
め
た
一
人
の
人
間
と

つ
よ

し
て
、
強
く
生
き
ぬ
い
て
く
れ
る
こ

と
を
願
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

仇
権
を
、
虫
け
ら
の
よ
う
に
平
然

と
猫
み
に
は
叫
、
小
さ
吐
宮市
精
ま
で

も
奪
っ

忙
平
気
で
い
る
差
別
者
を
、

私
は
、
決
し
て
許
す
こ
と
は
で
き
な

わ

い
の
で
す
。
た
と
え
、
我
が
身
は
ど

う
な
ろ
う
と
も
、
生
命
あ
る
か
ぎ
り

闘
い
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
」

こ
の
手
記
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て

建
て
ら
れ
た
石
碑
に
は
、
先
に
も
記

し
ま
し
た
よ
う
に
、

H

共
に
悲
し
み

共
に
喜
ぶ
H

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
こ
ろ
か
ら
、

だ

れ

よ

誰
が
呼
び
は
じ
め
た
の
か

『悲
し
み

の
碑
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
こ
の
結
婚
差

じ

け

人

ふ

か

一

三

ろ

き

ず

の

こ

別
事
件
が
深
い
心
の
傷
と
し
て
残
っ

た
の
で
す
。

た

あ

し
か
し
、
町
の
人
々
は
立
ち
上
が

き
ょ
う
〈
ん

り
ま
し
た

V
立
加
桂
別
事
併
を
教
訓

と
し
て
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
と

ち

い

き

ど

う

わ

地
域
を
あ
げ
て
同
和
教
育
に
取
り
組

わ
か

ん
だ
の
で
す
。
老
い
も
若
き
も

手
を
取
り
合

っ
て
、
地
に

つ
レ
枕
同
湘
教
育

の
実
践
に
努
め
、

'
b

今
で
は

『喜
び

魚

川

。

』

の
碑
』
と
呼
ば
以
仰

J

j

F

;
I

九
4
f
i

J

K

れ
る
よ
う
に
な

f
w
w
f

り
ま
し
た
。

d
J
4

8 



9 

6月8日(土) 砂

ヴンヲホ91レの里柳

沢で、今年ち I~だ3

まつりn開11'れまレ
だ。いつ!こ怠〈多数

の爪91レn飛び介う
中、爪91レfCい/ヂき

買い求め~ðl客さん
の姿n見Lうれまじだ。

6月1日(封今年老?ユ漁の解 砂
禁!こあわせでう介い開きn行われ
まレだ。観光う11'いn始まって40
年固さ迎為、広島県三次市介Lうち

白いウndl祝いl己来でくれまレた。

‘6月2日(日)水害予ーズン室前
l之、昨年11月l己配備レだ救命ポー
トの取り扱いについて、担当の消

防団員n訓練さ行いまじだ。

6月12日岡 大洲高校恒例の校砂
内tl又一大会n開11'れまじだ。人
気の手作りア1ヌーレースでId:、ユ

二一っち内又-n:登場。こぎ出す
とすぐ川の中!こ沈んで'じまうちの

や、バランスモ宝失つで転覆す3ち
の怠ど会場の爆笑き誘っていまレ

だ。‘6月25日側 交通安全母の会理
事会n開催され、母親の立場介Lう
子どちだちき交通事故11'!う守って

う t い<だめ12話し合いn行われまじ
Jゐ古手 だ。

• 

‘....6月22日比j あちだnいっち食
べでL\~朝食の「ごId:ん」、ぞれき食

べ3前l己ちょっとだけ考為でくださ

い。だれn、どうしでつくつでい3
の介室。という趣旨で、市内外の女

性を招き、ふれあい農業交流集会n
開介れまレ定。

守J‘6月3日(日)
1 水道事業への理解と
マi水き大切にす3心を
ゼ育てでくださいと、

"、 水道週間のこの目、

市と市管工事協同組

合の皆さんn広報車
でパレードき行いま

レだ。



大
洲
市
農
業
委
員
会
委
員
は
、
九
月

二
十
一
日
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
家
の
代
表
で
す
。

こ
ん
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

O
農
業
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
農
家
の

利
益
を
守
る
人
。

O
人
格
が
円
満
で
、
し
か
も
正
義
感
が

強
く
公
正
な
人
。

O
実
行
力
に
富
み
、
す
べ
て
の
仕
事
に

積
極
的
に
取
り
組
む
人
。

選
挙
の
日
程

V
投
票
日
時
九
月
七
日
(
土
)

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

V
告
示
日
八
月
三
十
一
日
(
土
)

V
立
候
補
届
出
説
明
会

八
月
十
六
日
(
金
)
午
前
十
時

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

V
立
候
補
届
出
の
日
及
び
場
所

八
月
三
十
一
日
(
土
)
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

六
月
十
四
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一

封

田

口

三

井

玉

温

金

一

封

菅

田

町

佐

々

木

岩

男

金
一
封
(
寄
付
金
)

新

谷

町

谷

口

満

久

金
一
封
(
寄
付
金
)

徳

森

須

藤

ス

エ

ミ

金
一
封
(
寄
付
金
)

若

宮

森

佳

子

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金
一
封
(
第
三
回
染
色
展
「
個
展
」

よ

り

)

上

須

戒

神

山

容

子

第
一
選
挙
区

一

第
二
選
挙
区

一

第
三
選
挙
区

一
大
洲
市
役
所

第
四
選
挙
区

一

二
階
大
ホ
l
ル

第
五
選
挙
区
}

選
挙
区
と
委
員
定
数

第

一

選

挙

区

(

大

洲

)

五

人

第
二
選
挙
区
(
平
野
、
南
久
米
)三
人

第
三
選
挙
区
(
菅
田
、
大
川
)
四
人

第
四
選
挙
区
(
柳
沢
、
新
谷
)
四
人

第
五
選
挙
区
(
三
善
、
粟
津
、
上
須
戒
)

三
人

十
九
人

計

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

。

@

2
1
1
1
内
線
3
2
5

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

田

口

白

石

幸

吉

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

山
本

忠

雄

金
一
封
(
若
宮
天
寿
会
・
若
宮
長
寿

会

へ

)

若

宮

久

保

末

子

金
一
封
(
平
地
区
社
協
・
市
社
協
へ

)

徳

森

内

上

勝

昭

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

東

大

洲

片
山

章
史

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
会
へ
)
上
須
戒
谷
本
吉
朗

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

東

世

喜

子

特
老
施
設
「
と
み
す
寮
」

職
員
募
集
し
ま
す

大
洲

・
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

「と
み
す
寮
」
で
は
、
次
の
と
お
り
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
(
資
格
)
と
人
員
】

V
看
護
婦

(
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦
)
一
人

マ
調
理
員
一
人

【
募
集
期
間
及
び
応
募
方
法
】
九
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
聞
に
受
験
申

込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

し
V
【
応
募
資
格
】

V
地
方
公
務
員
法
第
十

六
条
に
該
当
し
な
い
人

V
日
曜
、
祝

日
の
勤
務
が
可
能
な
人

V
採
用
後
通

勤
可
能
な
地
域
に
居
住
で
き
る
人

V

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

【そ
の
他】

受
験
資
格

・
試
験
日
な
ど

詳
し
く
は
、
大
洲
・
喜
多
特
別
養
護
老

人
ホ

l
ム
「
と
み
す
寮
」
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
⑫
5
7
1
0

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協

・
八
多

喜
寿
会
へ
)
八
多
喜
町

松

岡

文

夫

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

砂

川

義

之

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

池

田

千

恵

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
上

鶴
寿
会
・
花
園
会
へ
)

平
野
町
村
田
ハ
ル
コ

(
物
品
の
口
座
)

大
人
用
紙
オ
ム
ツ
ほ
か
却
枚
入
三
個

・
ト
イ
レ
用
器
具
一
個
(
ね
た
き
り
老

人

へ

)

西

大

洲

上

甲

美

智

子

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

八
月
新
刊
案
内

本
と
い
う
奇
蹟

N
H
K
l
m
週
刊
ブ

ッ
ク
レ
ビ
ュ

ー
編

百

歳

の

幸

福

論

加

藤

シ

ズ

エ

著

女
が
印
歳
か
ら
の
後
悔
し
な
い
生
き
方

白
鳥
早
奈
英
著

青

春

に

贈

る

大

川
隆
法
著

石

宝

殿

間

壁

忠

彦

・

他

著

エ

ゾ

の

歴

史

海

保

嶺

夫

箸

漂

泊

の

ル

ワ

ン

ダ

吉

岡

逸

夫

著

法

学

の

基

礎

団

藤

重

光

著

選

職

岡

本

義

幸

著

障
害
児
教
育
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
日

岩
里
周
英
・
他
著

高
齢
者
と
家
族
上
野
谷
加
代
子

・
他
編

日
本
の
民
家
現
代
水
墨
画
研
究
会
編

一
流
の
作
法

山
崎
武
也
著

は
じ
め
て
の
娘
・
息
子
の
結
婚

岩
下
宣
子
監
修

痛
風
が
気
に
な
る
人
の
食
事

N
H
K

リ
ウ
マ
チ
と
い
わ
れ
た
ら

東
京
女
子
医
科
大
学
編

煮

も

の

和

え

も

の

村

上

昭

子

著

オ
ー
ル
フ
ォ
ト
食
材
図
鑑

全
国
調
理
師
養
成
施
設
協
会
編

猫
の
飼
い
方
育
て
方
古
藤
田
博
克
監
修

犬
の
飼
い
方
し
つ
け
方

山
田
健
監
修

日
本
の
庭
園
!
神
と
仏
の
庭
講
談
社

茶

ご

こ

ろ

近

藤

道

生

著

オ
ペ
ラ
の
旅
へ
ょ
う
こ
そ
山
本
益
博
著

お

金

の

思

い

出

石

坂

啓

著

ふ

た

り

唐

沢

寿

明

著

上
手
な
ス
ピ
ー
チ
術
と
心
に
残
る
話
材

集

清

水

省

三

・
他
著

鉄

幹

と

晶

子

上

田

博

編

寓
葉
集
の
あ
る
暮
ら
し
浮
柳
友
子
著

日
本
は
俳
句
の
国
か
加
藤
郁
乎
著

古

典

の

愉

し

み

星

野

喬

著

10 

虹
の
八
番
目
の
色
連
城
三
紀
彦
著

カ
ム
ナ
の
調
合
た
く
き
よ
し
み
つ
著

月

と

五

人

の

男

三

神

弘

著

明

る

い

街

へ

北

方

謙

三

著

母

の

発

達

筆

野

頼

子

著

雪

蛍

大

沢

在
昌
著

狂

燥

の

日

々

中

平

ま

み

著

二
人
で
ボ
サ
ノ
バ
永
倉
万
治
著

北

の

ジ

ム

内

海

隆

一

郎

著

流

転

の

故

宮

秘

宝

伴

野

朗

著

学
ぶ
と
は
何
だ
ろ
う
か
鶴
見
俊
輔
著

零

の

力

室

井

光

広

箸

愛

、

生

き

る

喜

び

辻

邦

生

著

気
分
は
お
す
わ
り
の
日
い
せ
ひ
で
こ
著

優

し

い

時

間

灰

谷

健

次

郎

著

折

々

の

莱

藤

原

て

い

著

手

の

な

か

の

虹

田

辺

聖

子

著

未
来
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
高
橋
克
彦
著

女
が
そ
れ
を
感
じ
る
と
き
山
口
洋
子
著

マ
マ
、
明
日
は
お
休
み
黒
田
あ
ゆ
み
著

畿

降

る

惑

星

葉

青

著

奇
妙
な
季
節

J
-
M
・
ロ
ベ
ー
ル
著

シ
ン
グ
ル
ア
ゲ
イ
ンE
・マ

ツ
コ

l
ル
著

ニュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
讃
歌

F
・
パ
ロ
l
ズ
著

密
約
の
地

J

・
ヒ
ギ
ン
ズ
著

ね
え
、
聞
い
て
る
?

L
・
タ
ッ
ク
著

カ
l
ド
ミ
ス
テ
リ
ー
J
-
ゴ
ル
デ
ル
著

図

書

館

八
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

文
学
散
歩「明
治
の
文
豪
」

講

師

本

田

享

先

生

日
時

8
月
幻
日
(
水
)

(
9
一
却

j
U
一
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



平
成

8
年

8
月
8
日
の

写
真
展
作
品
き
募
集
レ
示
す

市
立
博
物
館
で
は
、
八
が
連
な
る
平

成
8
年
8
月
8
日
の
写
真
展
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
六
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
記
録
に
と
ど
め
、
永
久
に
保
存

す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
世
の
民
俗
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。
平
成
八
年
の
今
年

の
該
当
日
は
、
も
ち
ろ
ん
八
月
八
日
で

す
。【テ
l
マ
}
平
成
八
年
八
月
八
日
に

撮
彰
し
た
大
洲
市
内
の
様
子
ま
た
は
出

来
事
な
ど
(
分
野
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
)

【
作
品
の
サ
イ
ズ
】

2
L
か
キ
ャ
ビ

ネ
サ
イ
ズ
(
白
黒

・
カ
ラ

l
ど
ち
ら
も

可
)
一
人
5
枚
ま
で

【応
募
上
の
注
意
】

V
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の

V

全
作
品
展
示
し
、
そ
の
後
は
記
録
資
料

と
し
て
博
物
館
で
永
久
保
存
し
ま
す
。

【
応
募
に
関
し
て
】

博
物
館
、
公
民

館
に
備
え
付
け
て
あ
る
応
募
票
を
添
え

て
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
博
物
館
ま

た
は
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
大
洲
市
立
博
物
館
宮
⑪

4
1
0
7
ま
で
。

教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

達
が
気
が
か
り
な
子
ど
も
の
た
め
に
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「就
学
や

入
学
後
の
学
校
生
活
に
不
安
が
あ
る
」

「入
学
を
希
望
す
る
学
校
を
参
観
し
た

い
」
「
適
切
な
治
療
及
び
教
育
機
関
を
さ

が
し
て
い
る
」
「
家
庭
で
の
療
育
に
助
言

が
ほ
し
い
」
こ
の
よ
う
な
内
容
に
、
市

内
の
小
中
学
校
教
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
大
洲
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
含
⑪
2
1
1

1
(内
線
5
4
0
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ

え
」い
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
E
I
l
l
1
1
1
1」

建
器
業
に
働
く
若
者
向
吃

σ

メ
w，，

C
ー
シ
を
募
集

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
建
設
業
に

働
く
三
十
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
に
就
職
し
た
動
機
、
就
職
前
に
建
設

業
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
や

魅
力
、
現
在
の
心
境
や
将
来
へ
の
夢
な

ど
を
若
者
自
・
身
の
こ
と
ば
で
簡
潔
に
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。

{応
募
方
法
】

四

百
字
詰
原
稿
用
紙

(
B
四
版
縦
書
き
)
五
枚
程
度

【
応
募
締
切
}
八
月
十
六
日
(
必
着
)

【
お
問
い
合
わ
せ
、
応
募
先
】

一T
7
9
0
松
山
市
宮
田
町
一

O
九
|
六

千
代
田
火
災
松
山
ピ

ル
四
階

8
0
8

Q
d

・
Q
d
A生
ワ

t
-
n
b
n
b
ワ
t
弓

t

愛
媛
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
ま
で

八
月
同
行
方
不
明
者
等

捜
索
強
化
月
間
で
す

警
察
で
は
、
八
月
を
「
行
方
不
明
者

等
捜
索
強
化
月
間
」
と
し
て
、
何
ら
か

の
事
件
・
事
故
に
遭
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
家
出
人
や
、
自
殺

の
恐
れ
の
あ
る
家
出
人
の
発
見
に
努
め

た
り
、
家
出
人
と
身
元
不
明
死
者
と
の

身
元
確
認
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
次
の
と
お
り
特
別
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

し
VV
八
日
一
日
肘

宇
和
島
警
察
署

V
八
月
五
日
間
松
山
東
警
察
署

い
ず
れ
も
十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
通
貨
・

証
券
ち
ど
の
返
還
に
つ
い
て

-
証
券
な
ど
の
返
還
を
行

っ
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
人
(
家
族
を
含
む
)
は
、

最
寄
り
の
税
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

'v
松
山
税
関
支
署

2
0
8
9
・
9
5
1
・
0
3
0
1

毎
月
第
二
月
曜
日
陪

「
仕
事
と
健
康
宏
考
九

3
日」

電
話
相
談
室
実
施

報
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

V
受

付

時

間

月

1
金
(
祝
日
を
除
く
)

九
時
三
十
分
1
十
六
時
三
十
分

V
主
催
側
二
十
一
世
紀
職
業
財
団

愛
媛
事
務
所

花
火
巴
よ

3
火
災
や

事
故
巴
気
き
つ
け
て

夏
の
夜
を
彩
る
花
火
は
、
子
ど
も
ば

か
り
で
な
く
大
人
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
同
時
に
花
火
に
よ
る
火
災
や

事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
風
の

強
い
と
き
や
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く

で
は
、

花
火
を
す
る
の
を
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意

書
き
を
よ
く
読
ん
で
ケ
ガ
の
な
い
よ
う

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
花
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト

・
花
火
を
す
る
と
き
周
囲
の
安
全
を

確
認
し
て
い
ま
す
か

-
花
火
を
す
る
そ
ば
に
水
の
入
っ
た

バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
い
ま
す
か

-
大
人
が
つ
い
て
い
ま
す
か

備)オクダ設備

ft24-3674 

中野管工事工業

ft24-3792 

惰)神田鉄工所

ft24-4122 

西田水道庖

ft26-0265 

城戸電業社

まま25-2944

淳 山水道工 事庖

ft24-2583 

側 土居鉄工所

まま24-4519

伊予屋住設

ft24-2541 

(有)南予水道住設

まま25-1350

岡福水道工 事庖

まま24-3656

惰)星 加水道設備

まま26-0020

大塚鉄工所

ft25-0300 

徳森設備

まま24-4023

神南設備

ft25-4684 

惰) 九電工 業

ft24-5351 

久保鉄工所

まま26-0537

(郁三原設備

ft24-3783 

惰)ア サ ノ設備

まま24-0783

※給水施設の修理などは、有料で

す。 トイレのつまりなどの排水

管の清掃などについては、清掃

業者に依頼してください。

6月末までの

大洲市内の交通事故

8月3日出

8月4日(日)

8月10日出

8月11日(日)

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
引
揚
者
か

ら
お
預
か
り
し
て
い
る
通
貨
(
紙
へ
い
)

8月17日出

8月24日出

8月18日(日)

制
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
毎
月

第
二
日
曜
日
を
「
仕
事
と
健
康
を
考
え

る
日
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に
窓
口
相

談
や
フ
リ

1
、
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
過
労
死
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
相
談
に
ご
利
用
く
だ

台、ぃ
。

V
制
労
災
年
金
福
祉
協
会
愛
媛
労
災
年

金
相
談
室
8
0
8
9
・
9
3
3
・
1

5
4
5
/
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2

n
u

・
n
b
n
U
勺

J
1
i
可
i

A告

ご
利
用
く
だ
さ
い

っ
レ
l
フ
レ
1

・
一ア
レ
ホ
ン

E
0
8
9
・
9
3
4
・
2
0
2
0

働
き
続
け
る
の
に
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
の
情

8月25日(日)

8月31日国

6月末現在 昨年同期

件 数 112 124 

負傷者 138 154 

死 者 2 7 
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8月号

相
談
ご
と
案
内

， 96 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

8
月
8
日
岡

山
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

8
月
初
日

ω
叩
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

8
月

四

日

開

叩

時
1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

日
時

8
月
初
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
平
公
民
館

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相

談

第

二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電

話

相

談

宮

⑫
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

日

時

l
u
時
、
日
時
j
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
2
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

おおず広報

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

8
月
四
日
間

9
時

i
u時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑫
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

8
月
5
日
間
、
初
日

ω

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
棺
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑪

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

8
月
日
日
嗣

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O

九
宮
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な
や
み
ゼ
ロ

宮
⑪
7
8
3
0

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

8
月
9
日
樹

叩
時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

保健センターだより

.乳幼児健康診査・

8月6日ω 平成8年3月生※
8月8日同平成7年 1月生

8月27日ω 平成5年7月生
※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

受付時間 13 : 00~13:30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

4・10カ月児育児相談.
8月20日ω 平成7年10・11月生。
受付時間 9:30~10:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

ノfスタオル

Oは連絡所の人

ft24-3ワワ5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

8
月
l
日
肘

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時

l
u
時

ア
イ
パ
ッ
ク
(
三
善
)
日
時
却
分
1

日
時
加
分

実
施
日

8
月
お
日
嗣

場

所

時

間

新

谷

公

民

館

叩

時

i
u
時

大
洲
自
動
車
教
習
所
日
時
初
分
1

日
時
却
分

保
健
所
歯
科
相
談

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

日
時

8
月
お
日
例

目

時

か

ら

場
所
大
洲
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
0

8
⑪

3
1
6
5

.健康相談・栄養相談.

日時 8月26日間

10 : 00~12:00、 13 : 00~15: 00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

.成人病検診及び肺がん・結核検診.

8月 7日(樹柳沢連絡所

8月19・20日(月・火) 平野連絡所

8月28・29日(水・木) 新谷連絡所

受付時間 9:30~11 :00 

13: OO~ 15 :00 

12 

|休|日|急|患|診|療|

j青家産婦医院(東大洲)

ft24-6868 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

8月11日 泉内医院(東大洲)

(日)含24-6407

大洲中央病院

合 24-4551

8月18日 松元産婦医院(中村)

(日) 含24-3067

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

石川内医院(若宮)

ft24-3306 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

8月4日

(日)

地南土徳森 新肱該 八燃
区 久米 肥、 ( 町・ 北地 地当 月え
地域中堀区区 十る
区 一 山の 全】 四ご
、東内域

日み菅城 、全

回二野久 区 休色村の
地 みだ収区域保

大)野
まけ集

)11 回 す は
ノ

4砂胃及び大腸がん検診.

8月7日制柳沢連絡所

受付時間 8:00~10:00 

検診料胃がん 900円

大腸がん 400円

70歳以上の人は無料です

8月は「道路をまもる月間J

8月10日は「道の日」です。

8月25日

(日)

みち

つなぐ道路人との出会い限りない

長

後
記
夏
か
ぜ
は

O
O
が
ひ
く
と
か
。

つ
い
に
四

O
度
を
超
え
る
熱
を
出
し
て

私
と
息
子
は
ま
く
ら
を
並
べ
て
床
に
伏

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
問
、
関
係

各
位
に
は
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
。
無
事
に
八
月
号
の
発
行
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
体
と
心

を
鍛
え
直
し
ま
す
。

(

い

)
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